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平成23年度の決算については、引き続き純利益を計上したが、今後も、一般の医療機

関では対応が困難な救命救急医療、循環器医療、小児・未熟児医療、がん医療等の診療

体制の維持・充実及び県内医療機関との緊密な連携体制の構築など、本県の中核病院と

して、ハード、ソフト両面にわたる取り組みにより、さらなる機能強化を図ることが求

められていることから、引き続き、一般会計からの多額の財政支援が必要であると見込

まれる。

また、新病院の建設に多額の事業費を要するとともに、運営面でも相応の経費が見込

まれる。

このため、こうした状況を十分に認識しながら、引き続き、コスト意識を持った経営

管理の下、職員の意識改革や更なる医療サービスの向上と収益改善に努めることで、一

層の経営の効率化・安定化を図るとともに、医療安全の推進に努められたい。

なお、個人負担分の医業未収金については、会計窓口の24時間体制やクレジットカー

、 、 、ドによる支払に加え 平成23年度から回収業務の一部を民間委託しているが 今後とも

回収体制をさらに強化し、適切で効果的な方法による早期回収に努められたい。

（２）石川県立高松病院事業会計

平成23年度においては、精神科医療の充実を図るため、集団療法室の増築や生体情報

モニタシステムなどを整備するとともに、長期入院患者の退院を促進する精神科地域移

行実施加算など新たに設けられた診療報酬制度の積極的な活用、さらには、各部門にお

、 、 、いて 省エネ推進などで数値目標を設定したほか 経営改善ニュースの発行などにより

職員一人ひとりの経営参画意識と経営改善に対する目的意識の醸成に努めたところであ

る。

また、他の医療機関との緊密な連携の下、一般の精神科医療機関では対応困難な重症

患者の24時間体制での受け入れや質の高い集中治療により患者の早期退院と退院後のケ

アを積極的に推進するほか、デイケアセンターでの認知行動療法などの新たなプログラ

ムの追加を行うなど、本県における精神科医療の基幹病院として、医療サービスのさら

なる充実を図っている。

総収益は、30億6,946万円（消費税を除く。以下同じ。）で、前年度に比べ 3,608万円

（1.2％）増加している。これは、入院患者数及び外来患者数の増加などによるものである。

、 、 （ ） 。 、総費用は 28億9,526万円で 前年度に比べ 216万円 0.1％ 減少している これは

高金利企業債の借換えによる支払利息の減少などによるものである。
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